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米国の各電源ごとの年間純発電量の推移

GWh

石炭 天然ガス 風力 太陽光（大型） 木質系



ドラックスとバイオマス

•英国が石炭発電所のフェードアウトを検討

• 2010年ドラックス社の最大規模の石炭発電所（4GW）が

バイオマス混焼を始めた

• 2013年バイオマス専焼への転換の助成金ができ、

ドラックス社は石炭からバイオマスへ転換を開始

•バイオマス燃料の主要な調達先はアメリカ南東部



エンビバ 社（Enviva Inc.)

• 2004年創業

• 2010年以降エンビバ社はペレット工場の買収と建設を開始した

• 100% 輸出市場向け

•主なバイヤーはドラックス石炭発電所と他の欧州の電力会社



「偽の森林」と天然林の減少

米国森林局：

「マツの人工林は天然更新した林に比べて成長と収量が
優れている」

松の植林地
• 1952年：73万ヘクタール
• 2017年：1,660万ヘクタール

「米国南部のマツの植林は、世界の林業の大きな成功例のひとつである」



https://www.dogwoodalliance.org/wp-content/uploads/2020/09/Are-Markets-Really-Helping-Forests-S4F-Report-G9.pdf

米国南東部の天然林減少（1953年ー2017年）

天然林 松の植林

73万ヘクタール

1,660万ヘクタール

https://www.dogwoodalliance.org/wp-content/uploads/2020/09/Are-Markets-Really-Helping-Forests-S4F-Report-G9.pdf


森林は何、誰のため？

•気候変動対策（炭素蓄積）

•生物多様性

•洪水対策

•レクリエーション活動など



森林保護と炭素蓄積

•既存の森林を保護すべき

•アメリカで森林から失われた炭素の８５％が森林伐採で、南東

部が９２％

•しかしペレット生産の影響で、森林伐採がより集中的に、

短期間で進んでいる

Intact Forests in the United States: Proforestation Mitigates Climate Change and Serves the Greatest Good
Professor William Moomaw, June 2019 
https://www.frontiersin.org/articles/10.3389/ffgc.2019.00027/full

https://www.frontiersin.org/articles/10.3389/ffgc.2019.00027/full


ペレット産業への批判

• 気候変動が悪化する（NWF, NRDC,ノースカロライナ州政府等）

• 大気汚染、健康被害 (Southern Environmental Law Center, 

Environmental Integrity Project、住民団体)

• 森林保護 (Dogwood Alliance、Stand.earth、地域の団体）



生態系の限界

米国南東部の針広混交林と中部大西洋沿岸の森林が

世界自然保護基金（WWF）により

「近絶滅森林 / 絶滅危惧森林」に指定されている



中部大西洋沿岸の森林
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https://www.worldwildlife.org/ecoregions/na0517

大西洋
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https://www.worldwildlife.org/ecoregions/na0517


http://bioimages.vanderbilt.edu/ecoregions/50413frame.htm

米国南東部の針広混交林

VA

NC

MS

https://www.worldwildlife.org/ecoregions/na0413

大西洋

メキシコ湾

http://bioimages.vanderbilt.edu/ecoregions/50413frame.htm
https://www.worldwildlife.org/ecoregions/na0413


世界最大のペレット生産社

drax

https://s28.q4cdn.com/898203682/files/doc_downloads/2022/EVA-Investor-Presentation-May-16-2022-Final.pdf Slide 30

https://s28.q4cdn.com/898203682/files/doc_downloads/2022/EVA-Investor-Presentation-May-16-2022-Final.pdf


drax
長期供給契約

アジア

ヨーロッパ

自給

Drax 2021 FYR Analyst Presentation



Envivaエンビバ社 長期供給契約の割合
2019年 2025年＊

年間で710万トン（ペレット）年間で360万トン（ペレット）

日本 欧州、英国

住商
商事

欧州、英国

（＊2021年3月1日の予測） https://www.envivabiomass.com/wp-content/uploads/EVA-Investor-Presentation_Feb-2021.pdf

鈴川

その他
日本企業

住友林業

市原

丸紅

豊田通商

Drax

三菱
商事

https://www.envivabiomass.com/wp-content/uploads/EVA-Investor-Presentation_Feb-2021.pdf


米国エンビバ社と木質バイオマス火力発電に関するサプライ
チェーンの共同検討に係る覚書を締結しました

2021年11月17日

ニュースリリース

電源開発株式会社（以下、Jパワー、本社：東京都中央区、代表取締役社長 社長執行役員：渡部肇史）は、2021年11月16日、
Enviva Partners, LP社（エンビバ パートナーズ社、以下、エンビバ社）（Jパワーとエンビバ社を合わせて、以下、両社）と
の間で覚書を締結しました。両社は、カーボンニュートラルな火力発電の実現に向けて、石炭火力発電所での木質バイオマ
スエネルギーの利用およびサプライチェーンについて共同で検討します。

エンビバ社は木質バイオマスエネルギーの世界的なサプライヤーであり、米国バージニア州、ノースカロライナ州、サウス
カロライナ州、ジョージア州、ミシシッピ州、フロリダ州に10の工場を所有し、年間620万ｔの木質ペレット燃料の製造能
力を有しています。木質ペレット燃料は英国をはじめとする欧州および日本の顧客に長期契約により販売しています。エン
ビバ社は、本年2月17日付でClimate Action Plan(気候変動に関する行動計画)を発表し、2030年までに操業からの温暖化ガス排
出ネット・ゼロを達成することを宣言するとともに、サプライチェーン全体に関わる排出量の削減に向けて革新的な改善を
図るべく、サプライチェーンに関わるパートナーと協働して解決策を取り入れる、と宣言しています。

本共同検討では、エンビバ社の製造拠点がある米国から、Jパワーが発電事業を行う日本に向けて、大規模（年間最大500万
ｔを想定）かつ長期的な木質ペレット燃料の供給を行うことについて、ロジスティクス、港湾及び貯蔵設備、発電設備、安
全及び防火対策、持続可能性の各条件を検討します。本共同検討により、両社は、木質バイオマスエネルギーを安定的かつ
安価に調達し、持続可能な利用を行うための取組を加速させていきます。

https://www.jpower.co.jp/news_release/2021/11/news211117.html

https://www.jpower.co.jp/news_release/2021/11/news211117.html





